
▶ 有機化合物の炭素骨格による分類

有機化合物

鎖式化合物

環式化合物
炭素環式化合物

複素環式化合物

脂環式化合物

芳香族化合物

飽和化合物

不飽和化合物
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分子内に環状構造を持つか

環が炭素だけで構成されているか

ベンゼン環 を含むか

二重結合・三重結合があるか

▶ アルカンの沸点・融点の変化
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▶ トランス付加
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▶ シス付加

金属表面
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環状アルケンに対する付加反応では，幾何異性体の片方だけが生じることになる。
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シクロペンテン
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トランス−1, 2−ジブロモシクロペンタン

（⬅ トランス付加。シス形は生じない。）

※線の交点（五角形の頂点）に炭素原子がある

H3C CH3
1, 2−ジメチルシクロヘキセン

+ H2 −→Pt
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シス−1, 2−ジメチルシクロヘキサン

（⬅ シス付加。トランス形は生じない。）

▶ 共鳴安定化エネルギー

エネルギー

+H2

+2 H2

（仮想分子）

+3 H2

（実在分子）

+3 H2

120 kJ/mol

2× 120 kJ/mol

3× 120 kJ/mol
（推定値）

206 kJ/mol（実測値）

共鳴安定化エネルギー
（非局在化エネルギー）

▶ アルコールの酸化
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第１級アルコール アルデヒド カルボン酸
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第２級アルコール ケトン

R C

R’

R”

OH −−−−−−→ 酸化されない

第３級アルコール

▶ 混成軌道
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